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子供みこしのあの子とこの子

く特集〉神戸まつりがやってきた

〈灘神戸生協組合長理事〉

詩吟大会４月 2 9 日（日）住吉公民館
登山大会５月 1 3 日（日）六甲山
短歌大会５月 1 3 日（日）東灘区役所
民踊大会５月 1 3 日（日）御影公会堂
連合婦人会運動会５月2 7 日（日）住吉小学校
囲碁大会５月 2 7 日（日）御影公会堂

崇庭パﾚｰｰﾙ大会５月28.29日(月織体育鰭
学童図画。書道大会５月2 1 日～2 6 日東灘区役所Ｉ

東
灘
区
で
は
、
第
一
回
・
第
二
回
の
神
戸
ま
つ
り
に
お
い
て
、

民
踊
大
会
・
囲
碁
大
会
・
短
歌
大
会
な
ど
各
種
大
会
を
実
施
し
、

多
く
の
市
民
の
参
加
を
得
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
第
三
回
神
戸
ま
つ
り
は
五
月
一
九
日
（
土
）
、
二
十
日

（
日
）
を
中
心
に
市
内
で
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
東
灘
区
に

お
い
て
は
従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
各
種
大
会
に
加
え
て
、
「
東
灘

な
ん
で
も
ま
つ
り
」
を
神
戸
新
聞
社
の
後
援
を
得
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
、
こ
の
行
事
は
な

ん
で
も
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
計
画
を
し
て
お
り
、
グ

ル
ー
プ
・
個
人
・
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
市
民
の
だ
れ
も
が
参
加

し
「
歌
と
測
り
と
笑
い
」
を
中
心
に
く
り
ひ
ろ
げ
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
東
灘
な
ん
で
も
ま
つ
り
と
い
っ
て
も
東
灘
住
民
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
て
神
戸
市
民
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
み
な
さ
ま
の

参
加
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

全
体
を
、
子
供
、
若
者
、
市
民
み
ん
な
の
三
部
に
分
け
て
会
場

に
は
、
舞
台
と
や
ぐ
ら
を
設
け
多
種
多
様
に
わ
た
っ
て
お
ま
つ
り

気
分
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
予

定
団
体
と
し
て
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
子

供
会
、
青
年
団
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
、
民
踊
連
盟
、
婦
人
会
、
小
売
市
場
連

合
会
、
雌
近
郷
酒
造
組
合
、
渡
バ
レ
ー
団
、
灘
神
戸
生
協
な
ど
で

そ
の
他
個
人
の
参
加
予
定
も
多
数
あ
り
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
の
は
、
有
馬
か
ら
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
由
緒
あ
る
有
馬
太
鼓
の
熱
の
入
っ
た
演
技
で
す
。
そ
の

他
に
も
、
子
供
の
落
省
き
コ
ー
ナ
ー
、
祝
酒
コ
ー
ナ
ー
、
ド
リ
ン

ク
コ
ー
ナ
ー
、
植
木
市
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
、
夜
店
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
会
場
内
に
設
け
て
お
り
ま
し
て
、
み
な
さ
ま
が
た
に
ゆ
っ
く

り
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
企
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
内
容
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
と
、
五
月
一
九
日
の
午

後
二
時
か
ら
九
時
ま
で
。
灘
神
戸
生
協
叩
間
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
国
鉄

二
号
線
北
住
吉
川
東
側
、
国
鉄
住
吉
駅
南
徒
歩
七
分
）
に
て
サ
ン

テ
レ
ピ
の
高
地
武
夫
さ
ん
の
司
会
。
第
一
部
（
二
’
四
時
）
は
小

中
学
生
を
中
心
と
し
た
「
わ
ら
べ
の
つ
ど
い
」
で
、
子
供
剣
道
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
野
外
活
動
練
習
、
子
供
コ
ー
ラ
ス
、
子
供
バ
レ

ー
な
ど
。
第
二
部
（
四
’
六
時
）
は
青
年
を
中
心
と
し
た
「
若
人

の
つ
ど
い
」
で
、
ゴ
ー
ゴ
ー
大
会
、
フ
ォ
ー
ク
で
歌
お
う
、
空
手

実
技
、
演
劇
な
ど
。
第
三
部
（
六
’
九
時
）
は
市
民
だ
れ
で
も
を

対
象
に
し
た
「
み
ん
な
の
広
場
」
で
、
有
馬
太
鼓
、
民
踊
総
お
ど

り
、
キ
ャ
ン
プ
Ｚ
ノ
イ
ヤ
ー
、
日
舞
、
自
由
劇
、
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
、
素
人
演
芸
、
詩
吟
・
扇
舞
・
詩
無
な
ど
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

花と海と太陽の祭典

東灘なんで
もまつり
次家幸徳
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で
気
運
を
盛
り
あ
げ
ま
す
ｃ

第
二
部
は
民
謡
の
集
い
（
三
時
三
十
分
’
六
時
）
。
婦
人
会
会

員
や
一
般
参
加
者
に
よ
っ
て
、
神
戸
ま
つ
り
音
頭
・
花
笠
太
鼓
な

ど
五
十
曲
も
の
民
謡
披
露
と
総
お
ど
り
で
す
。

☆
若
者
の
広
場
（
六
時
’
九
時
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
広
場
の
特
設
舞
台

に
て
）㈲

フ
ォ
ー
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
（
六
時
’
七
時
）
フ
ォ
ー
ク
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
競
演
で
す
。

口
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ァ
イ
ア
ー
（
七
時
’
七
時
三
十
分
）
か
が

り
火
を
囲
ん
で
の
若
者
の
大
合
唱
で
す
。

日
夜
の
ゴ
ー
ゴ
ー
大
会
（
七
時
三
十
分
’
九
時
）
夜
の
王
子

会
場
を
し
め
く
く
る
ヤ
ン
グ
の
大
ゴ
ー
ゴ
ー
大
会
で
す
。

以
上
が
「
六
甲
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
つ
り
」
の
主
な
行
蛎
で
す
が
、

ご
党
い
た
だ
け
れ
ば
お
分
り
と
思
い
ま
す
が
、
老
若
男
女
、
い
ず

れ
の
方
も
ど
れ
か
に
参
加
し
て
、
五
月
の
一
日
を
大
い
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
様
々
な
趣
向
を
こ
ら
し
て
お
り
ま
す
。

ま
つ
り
と
は
参
加
さ
れ
る
方
一
人
ひ
と
り
が
盛
り
あ
げ
る
も
の

で
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
こ
の
催
し
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
、
う
ま
い
も
ん
コ
ー
ナ
ー
、
露
店
コ
ー

ナ
ー
、
植
木
市
な
ど
嘘
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

灘
区
で
は
今
年
も
神
戸
ま
つ
り
東
部
会
場
「
六
甲
フ
ァ
ミ
リ
ー

ま
つ
り
」
を
五
月
十
九
日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
九
時
ま

で
、
王
子
会
場
（
王
子
競
技
場
周
辺
）
を
中
心
と
し
て
開
催
し
ま

す
。次

に
主
行
事
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
参
加
し
て

下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
祝
い
酒
コ
ー
ナ
ー
（
十
二
時
三
十
分
か
ら
）

㈲
灘
の
生
一
本
四
斗
樽
三
本
に
て
乾
杯
、
口
甘
柄
の
サ
ー
ビ
ス

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
パ
レ
ー
ド
（
十
二
時
三
十
分
’
三
時
）
コ
ー
ス

は
、
高
羽
寺
公
園
か
ら
王
子
会
場
ま
で
の
三
千
五
百
メ
ー
ト
ル

で
、
参
加
者
は
、
バ
ト
ン
ト
ァ
ラ
ー
、
仮
装
パ
レ
ー
ド
、
子
供
樽

み
こ
し
、
チ
ン
ド
ン
ヤ
パ
レ
ー
ド
、
山
車
（
だ
ん
じ
り
）
二
台
、

獅
子
舞
い
、
阿
波
踊
り
、
宝
船
、
民
謡
流
し
な
ど
灘
区
民
総
力
を

挙
げ
て
の
二
千
六
百
人
の
大
パ
レ
ー
ド
行
進
と
な
り
ま
す
。

☆
演
芸
の
広
場
（
一
時
’
六
時
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
広
場
の
特
設
舞
台

に
て
）第

一
部
は
素
人
演
芸
（
一
時
’
三
時
三
十
分
）
。
本
場
河
内
音

頭
、
白
山
太
鼓
、
鳥
取
傘
お
ど
り
な
ど
の
出
演
（
一
時
’
二
時
）
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
大
パ
レ
ー
ド
の
入
場
（
二
時
’
三
時
）
、
市
長
・
ク

イ
ー
ン
神
戸
の
入
場
と
挨
拶
、
花
束
贈
呈
（
三
時
’
三
時
三
十
分
）

とぶ風船に心も軽く

く特集> 神戸まつりがやってきた

花と海と太陽の祭典

六甲ファミ
リーまつり

5４

；

吉井みつえ
く神戸市姉人団体協議会理耶〉

家庭バレーボール大会
５月１日（火）王子バレーコート

区民山登大会
５月６１言1 （日）灘区内コース

区民ボーリング大会
５月1 2 日( 土）グランド六甲

卓球リーグ大会
５月1 3 Ｈ（日）中央体育館

写真コンクール
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兵庫はつぴ
いひろば
津崎健治

庶
民
の
街
、
新
開
地
、
福
原
、
湊
川
商
店
街
な
ど
に
包
ま
れ
る

よ
う
に
位
置
す
る
湊
川
公
園
。
整
備
さ
れ
た
明
る
い
雰
囲
気
の
こ

の
公
園
を
い
つ
ぱ
い
に
使
っ
て
、
気
ど
ら
な
い
ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
な

庶
民
の
ま
つ
り
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
名
付
け
て
〃
は
つ
び

い
ひ
ろ
ば
〃
・
平
凡
で
泥
臭
く
ち
ょ
っ
と
モ
ダ
ン
な
名
前
で
し
ょ

う
。
子
供
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気
楽
に
参
加
で
き
る
心
優
し

い
懐
か
し
い
味
の
あ
る
ま
つ
り
を
狙
っ
て
い
る
の
で
す
。

午
後
三
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
、
昼
の
部
は
〃
ド
レ
ミ
の
つ
ど

い
〃
。
夜
の
部
は
〃
な
ん
ど
い
や
の
夕
べ
〃
で
す
。

午
後
三
時
か
ら
五
時
ま
で
の
〃
ド
レ
ミ
の
つ
ど
い
〃
は
パ
レ
ー

ド
が
会
場
へ
繰
り
込
み
、
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
投
下
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
す
。
子
供
さ
ん
た
ち
が
の

び
の
び
と
い
た
ず
ら
の
で
き
る
「
落
書
き
」
や
、
可
愛
い
「
ち
び

っ
子
バ
レ
ー
」
な
ど
が
あ
り
、
ご
後
援
の
読
売
テ
レ
ビ
さ
ん
に
よ

る
「
お
ん
ぶ
・
お
ば
け
シ
ョ
ー
」
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
「
幼
児
コ

ー
ナ
ー
」
で
は
、
神
戸
薬
大
の
美
術
部
の
お
姉
さ
ん
た
ち
が
趣
向

を
こ
ら
し
た
遊
具
を
作
っ
て
、
ち
い
さ
な
お
子
達
の
お
相
手
を
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
婦
人
会
担
当
の
「
の
み
の
市
」
は
、
い
ろ
ん
な

家
庭
用
品
の
帯
贈
を
受
け
て
、
そ
れ
を
破
格
の
値
段
で
売
り
出
し

ま
す
。
毎
何
す
ご
い
人
気
で
三
十
分
も
た
た
ぬ
う
ち
に
売
り
切
れ

こんなときでなくっちゃねく落書広場〉

く特集〉神戸まつりがやってきた

１
５５

の
状
態
で
す
が
、
こ
の
売
上
げ
金
は
そ
っ
く
り
善
意

さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
《
文
化
入
、
青
年
団
な
ど
に

ル
や
ク
イ
ー
ン
神
戸
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。

五
時
か
ら
九
時
ま
で
は
〃
な
ん
ど
い
や
の
夕
べ
〃

・
神
戸
の
な
ん
ど
い
や
」
で
す
。
伝
統
の
民
俗
舞
踊

民
踊
、
日
本
太
鼓
、
ザ
・
ム
ッ
シ
ュ
な
ど
に
よ
る
フ

な
ど
和
洋
と
り
ま
ぜ
た
ゴ
ッ
タ
煮
の
あ
と
は
会
場
い

開
す
る
総
踊
り
で
締
め
く
く
り
ま
す
。
会
場
を
訪
れ

た
だ
観
る
だ
け
で
な
く
踊
っ
て
も
ら
い
た
い
。
踊
ら

れ
な
い
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
。
神
戸
に
生
ま
れ
て

神
戸
で
募
し
て
よ
か
っ
た
、
と
実
感
で
き
る
よ
う
な

き
た
ら
苦
労
の
甲
斐
が
あ
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
す

兵
庫
区
で
や
る
か
ら
兵
庫
区
民
の
ま
つ
り
だ
ろ
う

ほ
し
く
な
い
の
で
す
。
〃
な
ん
ど
い
や
″
の
気
持
で

ど
ん
ど
ん
観
に
来
て
踊
っ
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て

そ
の
他
で
は
、
夜
店
、
植
木
市
、
草
花
市
な
ど
も

日
の
ま
つ
り
を
テ
ー
マ
に
後
日
「
写
真
コ
ン
ク
ー

し
、
展
示
会
の
開
催
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

花と海と太陽の祭典

< 湊川中央市場理事長〉

銀
行
に
寄
託

よ
る
バ
ザ
ー

すべての行事は、Ｉまつぴいひろばにて一括実
施いたします。

で
す
。
「
兵
庫

、
獅
子
舞
、

オ
ー
ク
減
奏

っ
ぱ
い
に
展

た
人
々
に
、

ず
に
は
い
ら

よ
か
っ
た
、

ま
つ
り
に
で

◎、
と
思
っ
て

神
戸
っ
子
は

お
り
ま
す
。

開
か
れ
、
当

ル
」
を
実
施
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人
生
は
「
お
ま
つ
り
」
に
始
ま
り
「
お
ま
つ
り
」
に
終
る
。
神

戸
ま
つ
り
も
い
よ
い
よ
そ
の
真
随
を
発
揮
し
、
老
い
も
若
き
も
男

も
女
も
全
員
集
合
／
，
さ
あ
、
愉
快
に
や
ろ
う
。
そ
し
て
明
Ⅱ
の

神
戸
を
創
る
活
力
を
／

こ
こ
で
長
田
区
内
の
「
お
ま
つ
り
」
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

工
長
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
五
月
十
九
日
午
後
三
時
’
八
時

於
若
松
公
悶

仙
菅
楽
演
奏
と
パ
レ
‐
ド
ー
区
内
小
中
学
雄
．

②
民
踊
（
七
曲
）
日
本
総
お
ど
り
、
花
笠
、
デ
カ
ン
シ
ョ
ほ
か

Ｉ
区
内
婦
人
連
合
会
。

③
ク
イ
ー
ン
神
戸
の
紹
介
と
宮
崎
市
便
の
あ
い
さ
つ
（
市
長
の
鼻

の
下
が
一
番
長
い
瞬
間
で
す
）
。

側
本
場
群
馬
県
の
八
木
節
披
欝
１
両
神
戸
補
店
街
鵬
供
．

⑤
本
場
編
泉
町
の
笠
お
ど
り
披
露
ｌ
瞳
田
腫
商
店
街
連
合
提

と
、
ｏ
ｆ

⑥
Ｒ
（
リ
ズ
ム
）
ｃ
（
カ
ラ
‐
）
Ｙ
（
ヤ
ン
グ
）
の
集
い
ｌ
Ｒ

Ｃ
Ｙ
大
会
。
ジ
ェ
ン
カ
、
ゲ
ー
ム
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
歌

声
、
バ
ン
ド
演
奏
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
。

、
を
つ
か
し
の
で
み
せ
ｌ
金
蝿
す
く
い
、
綿
菓
子
、
た
い
焼
を

ど
。

< 長田区商連副会長〉
１歌とおどりのまつり
1 ) 民踊流し南部５月１９日（土）大正筋等、

中部５月 2 0 画（日）長田神社１
北部５月 2 0 日（日）丸山小学校

" 青薬行進職_闇繍鍵瀧需ｉ
３) 仮装行列と子供会パレード５月1 9 日（土）〃
２体育まつり
1 ) 卓球大会（ママさん）５月1 4 日（月）中央体育館ｉ

; 雛捻挫耀謂ﾂ : 脚〃
4 ) ゲートウーイポール大会４月3 0 日（月）御崎少年サッカー場’
5 ）ボーリング大会５月1 5 ～1 6 日< 火～水）ロイヤルポウル：
6 ）こども会ソフトボール大会５月1 3 . 2 7 日区内小学校!
３長田区天狗まつり

：罷洲譲織１１) 囲悲大会
2 ) 措枇大会

ヨイヨイおどりも胴に入つたもの

く特集> 神戸まつりがやってきた
花と海と太陽の祭典

長田フェス
ティバル
谷垣繁光

⑧
植
木
市
と
せ
と
も
の
市
。

Ⅱ
長
田
区
内
の
催
し
五
月
十
九
日
（
土
）

⑩
東
部
（
菅
原
、
御
蔵
）
民
踊
、
本
場
の
笠
踊
り
正
午
ｌ

②
南
部
（
真
陽
、
二
葉
、
新
長
田
）
民
踊
、
本
場
の
八
木
節

コ
ー
ス
本
町
筋
、
六
間
道
、
笠
踊
り
、
音
楽
大
行
進

大
正
筋
、
新
長
田
、
仮
装
パ
レ
ー
ド
こ
ど
も
大
行

進
コ
ー
ス
午
後
３
時
ｌ

③
西
部
（
鵬
取
）
大
国
公
園
民
踊
、
笠
お
ど
り
２
時
’

四
北
部
（
丸
山
）
丸
山
小
学
校
音
楽
演
奏
、
笠
お
ど
り
１
時
ｌ

Ⅲ
長
田
区
内
の
催
し
五
月
二
○
日
（
日
）

⑩
西
神
戸
副
都
心
ま
つ
り
西
神
戸
商
店
街
連
合
会
提
供
。

チ
ン
ド
ン
ャ
大
行
進
、
本
場
阿
波
か
ら
阿
波
お
ど
り
、
本
場
群

馬
の
八
木
節
、
エ
レ
キ
パ
ン
ド
、
西
あ
か
り
と
森
田
の
歌
あ
わ

せ
。
コ
ー
ス
出
発
午
後
一
時
よ
り
木
町
筋
、
六
間
道
、
西
セ

ン
タ
ー
街
、
昭
和
筋
、
大
正
筋
、
新
長
田
筋
。

②
中
部
（
長
田
神
社
）
大
民
踊
大
会
長
田
婦
人
連
合
会

以
上
ち
ょ
っ
と
御
紹
介
し
ま
し
た
。
長
田
区
内
全
体
に
わ
た
り

大
い
に
賑
か
に
や
ろ
う
。
区
内
に
住
む
人
々
の
た
め
出
来
る
限
り

広
範
囲
に
企
面
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
し
ょ
う
。

「
わ
が
な
つ
か
し
の
郷
土
は
何
に
も
勝
る
心
の
糧
」

顕
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須
磨
区
の
行
事
職
「
須
磨
音
楽
の
森
」
と
し
て
須
磨
離
宮
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
公
園
内
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
下
に
舞
台
を
設
け

て
、
音
楽
と
花
火
の
饗
宴
を
展
開
す
る
の
で
す
が
、
例
年
、
装
置

の
関
係
上
、
音
楽
よ
り
も
花
火
の
方
が
目
立
っ
感
が
あ
り
、
残
念

で
す
。
し
か
し
、
花
火
自
体
も
そ
う
大
き
な
規
模
の
も
の
で
は
な

い
の
で
、
花
火
と
演
奏
と
を
同
時
に
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
果

を
相
乗
さ
せ
る
趣
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

午
後
五
時
か
ら
、
子
供
み
こ
し
大
会
、
民
踊
な
が
し
、
消
防
所

の
音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
に
ぎ
や
か
に
繰
り
拡
げ

ら
れ
ま
す
。

六
時
二
十
分
か
ら
七
時
ま
で
、
ラ
ジ
オ
関
西
の
「
神
戸
ま
つ
り

だ
、
さ
あ
歌
お
う
」
の
公
開
録
音
を
や
り
ま
す
。
出
演
者
は
黒
木

憲
、
西
あ
か
り
、
ザ
・
シ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
ス
、
小
曽
根
実
ト
リ
オ
・

プ
ラ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
で
、
ザ
・
シ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
ス
は
神
戸
ま
つ
り

の
歌
「
ラ
ッ
パ
ラ
ラ
ラ
神
戸
」
、
「
神
戸
ま
つ
り
音
頭
」
を
う
た

い
ま
す
。
こ
の
歌
は
昨
年
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

七
時
か
ら
は
市
長
と
ク
イ
ー
ン
神
戸
を
迎
え
る
予
定
で
す
。

さ
て
、
七
時
二
十
分
か
ら
一
時
間
は
、
特
設
舞
台
で
小
曽
根
実

ト
リ
オ
と
ザ
・
シ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
ス
が
入
れ
か
わ
り
立
ち
か
わ
り
歌

い
続
け
ま
す
。
こ
の
と
き
に
は
、
司
会
な
ど
は
一
切
お
か
ず
、
た

ど

､ 尋

だ
歌
と
演
奏
だ
け
で
つ
な
い
で
ゆ
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
花
火
も

打
ち
上
げ
ら
れ
、
ま
さ
に
、
花
火
と
音
楽
の
饗
宴
が
は
な
や
か

に
、
き
ら
び
静
か
に
繰
り
拡
げ
ら
れ
ま
す
。

以
上
が
「
須
磨
音
楽
の
森
」
の
あ
ら
ま
し
で
す
が
、
参
加
さ
れ

る
方
々
に
強
調
し
た
い
の
は
、
「
須
磨
音
楽
の
森
」
を
つ
く
る
の

は
、
舞
台
上
の
演
奏
者
で
も
な
け
れ
ば
、
裏
で
シ
ナ
リ
オ
を
つ
く

っ
て
い
る
演
出
者
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
あ
な

た
自
身
で
あ
る
。
各
人
が
思
い
思
い
の
楽
器
を
持
ち
込
ん
で
、
離

宮
公
園
の
あ
っ
ち
こ
つ
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
を
つ
く
り
出
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
舞
台
の
上
で
演
ら
れ
て
い
る
音
楽
を
プ

チ
こ
わ
す
ぐ
ら
い
の
意
気
込
み
の
あ
る
参
加
者
を
心
か
ら
望
み
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
プ
チ
こ
わ
す
と
い
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
、
音
楽
で

勝
負
を
挑
ん
で
欲
し
い
の
で
す
が
。
優
秀
な
方
に
は
、
そ
の
場
で

舞
台
へ
上
っ
て
思
う
存
分
プ
レ
イ
を
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
公

開
録
音
の
よ
う
に
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
始
ま
り
終
る
だ
け
で
は
つ
ま

ら
な
い
。
そ
れ
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
は
、
そ
の
場
に
居
合
せ
た

出
演
者
（
タ
レ
ン
ト
）
と
参
加
者
が
、
音
楽
を
ど
う
つ
く
ろ
う
と

す
る
か
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
参
加
者
が
自
分
自
身
の
音
楽
を

歌
を
つ
く
り
出
す
。
ク
リ
エ
イ
ト
の
喜
び
を
共
有
す
る
。
そ
れ
が

「
須
磨
音
楽
の
森
」
な
の
で
す
。

酌Ｈ

家庭バレーボール大会
４月2 9 ～3 0 日（Ⅱ～月）鵬取中学校

子どもドッチボール大会
５月５ｕ（祝）下中島公剛

ママさん卓球大会
５月 1 3 1 1 （日）須磨高校

区民ハイキング
５月2 7 Ｈ（ロ）

高年者輪投げ大会
５月3 0 日（水）下中島公| 刺

蕊
Ｌ町､ Ｊ１

岩嗣：.'蝉

睡錨dff霊

あがる花火に白熱の演奏が続く

く特集> 神戸まつりがやってきた
花と海と太陽の祭典

須磨
音楽の森
末広光夫

く音楽評論家＞
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とくとく紙ヒコーキ五月の空に

く特集〉神戸まつりがやってきた
花と海と太陽の祭典

垂水
アラカルト

大野金三郎
く垂水区体協会長〉

５月３．５．６．２０日市立工専：
５月５日 ( 祝）明舞団地一帯：
５月1 1 日( 金）市立年金会館：

難園蕊蟻｜
誰１９日〔土）垂水駅前商店街｜
謂雛）垂水，学校Ｉ
５長, 1 9 日( 土）塩屋幼稚園ｉ
５月1 9 日( 土）多間合団地一椎’
５月1 2 日～2 6 日( 土~ 土) 市立年金会館’
5 号胃晶( 土）＃｜
大会５月2 0 日（日）市立工専ｉ
習会第１、第３土咽日市立年金会館：
椴淵！(土~日握鯨鍵市場Ｉ

垂
水
区
は
、
風
光
明
楯
な
郷
子
海
岸
を
控
え
、
明
石
海
峡
を
へ

だ
て
て
淡
路
島
を
眺
望
で
き
る
、
市
内
で
は
有
数
の
開
け
ゆ
く
区

で
あ
り
ま
す
が
、
近
年
非
常
な
早
さ
で
開
発
さ
れ
、
新
し
い
団
地

が
続
々
と
誕
生
し
、
人
口
の
増
加
率
は
全
市
で
ト
ッ
プ
を
占
め
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
発
展
す
る
区
に
お
け
る
神
戸
ま
つ
り
は
、
発
展
す

る
区
の
共
通
の
な
や
み
と
し
て
中
央
区
の
よ
う
に
大
き
な
行
事
を

一
度
に
行
な
え
る
施
設
が
な
い
た
め
他
区
の
よ
う
な
中
央
行
事
を

開
催
し
た
く
と
も
困
難
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
住
民
の
ま
つ
り
に
対
す
る
関
心
は
強
く
、

住
民
が
主
体
と
な
る
ま
つ
り
と
し
て
の
自
覚
は
、
他
区
に
優
る
と

も
劣
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
自
負
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
団

地
地
域
で
は
地
域
ぐ
る
み
の
ユ
ー
ー
ー
ク
な
行
事
を
数
多
く
企
画
さ

れ
自
主
運
営
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
ゴ
ル
フ
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
の

コ
ン
ペ
、
新
ル
ー
ル
に
よ
る
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
、
ち
び
っ
こ
の

創
造
性
を
養
い
、
大
人
に
と
っ
て
は
ま
つ
か
し
い
紙
ヒ
コ
ー
キ
大

会
、
ま
つ
り
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
た
る
み
こ
し
オ
ン
パ
レ
ー

ド
、
団
地
の
自
治
会
対
抗
の
ミ
ニ
駅
伝
大
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
商
店
会
・
市
場
で
も
物
価
高

に
な
や
む
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
協
賛
大
売
出
し
、
芸
能
人
に

I 少年野球大会
Ｉ明舞蓋つり
; 身障者のつどい
: 父と子の魚釣り大会
Ｉ舞子民踊茨つり
: 垂水民踊まつり
i 中学校音楽パレード
Ｉ霊繕楽の広場
;塩屋室つり
i 多間台まつり
I 小中学校美術作品展
; 老人囲碁大会
！まつり写真コンクール
i 区民レクリエーション

1糠33音頭普及識
i 区民運動会

鼠

:蕊

よ
る
演
芸
大
会
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
文
化
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
行
事
と
し
て
フ
ォ
ー
ク
も
混
っ
た
区
民
の
音
楽
の
広
場
、
日
頃

の
練
習
成
果
を
披
露
す
る
小
中
学
生
の
音
楽
パ
レ
ー
ド
、
公
私
立

の
小
中
学
生
に
よ
る
美
術
作
品
展
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
福
祉
元

年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
地
域
老
人
を
慰
安
す
る
民
謡
ま
つ
り
、
囲
碁

天
狗
に
よ
る
老
人
囲
碁
大
会
、
身
体
障
害
者
自
ら
も
参
加
す
る
身

体
障
害
者
の
つ
ど
い
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
地
元
に
伝

わ
っ
て
い
る
垂
水
音
頭
を
始
め
と
し
て
全
国
の
民
謡
ま
つ
り
、
ア

マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
、
区
内
五
地
区

の
会
場
で
一
斉
に
始
め
る
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
家
族
ぐ
る
み

で
楽
し
む
区
民
運
動
会
、
そ
の
他
、
塩
屋
ま
つ
り
、
父
と
子
の
魚

釣
り
大
会
な
ど
合
計
十
八
種
目
の
協
賛
行
事
が
、
ま
つ
り
の
日
を

中
心
に
し
て
五
月
い
っ
ぱ
い
、
さ
つ
き
空
の
垂
水
区
の
各
地
域
で

盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
色
と
り
ど
り
の
趣
向
を
盛
っ
た
新
し
い
神
戸
市

民
の
ま
つ
り
に
、
一
人
で
も
多
く
の
人
た
ち
の
参
加
を
望
む
と
と

も
に
、
み
ん
な
で
神
戸
ま
つ
り
を
よ
り
盛
大
に
な
る
よ
う
育
て
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

託１
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く特集〉神戸まつりがやってきた

花と海と太陽の祭典

今
年
も
神
戸
ま
つ
り
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
生
田
区
で
は
、

今
年
も
協
賛
行
事
と
し
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
誰
で
も
が
自

由
に
参
加
し
て
楽
し
め
る
催
し
も
の
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
い
く
つ
か
を
御
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
く
諏
訪
山
カ
ー
ー
ー
バ
ル
〉
ｌ
歌
と
踊
り
と
笑
い
の
ひ
ろ
ば
ｌ

で
す
。
五
月
十
三
日
（
日
）
の
一
時
’
五
時
、
諏
訪
山
金
星
台
・

こ
ど
も
の
園
（
雨
天
神
戸
中
学
講
堂
）
に
て
。
こ
れ
は
今
年
か
ら

新
た
に
加
わ
っ
た
も
の
で
す
。
友
だ
ち
ど
う
し
で
、
家
族
づ
れ
で

お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り
で

す
。☆

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド

バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
と
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
ビ
ー
ナ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
か

ら
金
星
台
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
す
。

☆
金
星
台
（
司
会
笑
福
亭
春
蝶
・
上
田
中
子
）

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
（
ザ
・
ム
ッ
シ
ュ
、
グ
ル
ー
プ
パ
ン
パ
ン
）

落
語
（
笑
福
亭
福
笑
、
桂
笑
枝
な
ど
）

ビ
バ
・
サ
ン
バ
（
会
場
に
来
ら
れ
た
方
々
み
ん
な
で
踊
り
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
）
甲
南
大
ブ
ラ
ジ
ル
研
究
会

☆
こ
ど
も
の
園

こ
ど
も
の
た
め
の
交
通
安
全
教
室
（
紙
芝
居
・
ク
イ
ズ
な
ど
）

ワーイ、怪獣みこしだ. / < 生田神社にて〉

ぬ
い
ぐ
る
み
の
大
行
進
（
怪
獣
、
動
物
を
ど
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
）

こ
ど
も
写
真
撮
影
大
会
（
作
品
は
区
役
所
一
階
区
民
ロ
ビ
ー
で

「
こ
ど
も
の
写
真
展
」
と
し
て
展
示

し
ま
す
）

そ
の
他
に
生
田
区
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
行
事
を
御
紹
介
い

た
し
ま
す
。

十
九
日
（
土
）
に
は
仮
装
パ
レ
ー
ド
が
、
三
時
’
四
時
三
○
分

ま
で
、
生
田
神
社
か
ら
湊
川
神
社
ま
で
の
間
を
ね
り
歩
き
ま
す

（
雨
天
中
止
）
。
生
田
区
内
の
中
学
校
の
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
と
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
の
演
奏
パ
レ
ー
ド
を
先
頭
に
、
区
内
の
子
ど
も
会
な
ど

が
参
加
し
ま
す
。

ま
た
、
三
時
三
○
分
’
六
時
ま
で
は
、
神
戸
ま
つ
り
生
田
パ
レ

ー
ド
が
は
な
や
か
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
田
新
道
を
中
心

と
し
た
三
宮
の
繁
華
街
に
、
キ
ャ
バ
レ
ー
協
会
の
た
る
み
こ
し
や

民
謡
流
し
が
に
ぎ
や
か
に
く
り
出
し
、
大
い
に
気
勢
を
上
げ
る
も

の
で
す
。
そ
の
他
で
は
、
四
時
二
○
分
’
五
時
二
○
分
ま
で
、
湊

川
神
社
境
内
で
演
芸
大
会
が
行
わ
れ
、
名
物
と
な
っ
て
き
た
え
び

す
太
鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
黄
す
。

１
５９

< 生田区同業組合辿絡会会長〉

生田諏訪山
カーニバル

下浦常市

諏訪山カーニバル５月 1 3 日（日）諏訪山余里合
生田繁栄．交通安全祈願祭５月1 9 日( 土）湊川神社
仮装パレード５月1 9 日( 土）湊川神社一生田神社
前 [ 芸大会５月 1 9 日 ( 土）湊川神社
生田地区：神戸まつりパレード５月1 9 日( 土）三宮周辺
雛訪山地区：民涌大会三四ちびっこ広場
山手地区：子どもみこし５月2 0 日（日）

子どもの吟詠大会花隈厳農神社
下山手地区：臨時大祭５月1 9 日( 土）山手熊野神社

民鋤大会５月2 0 日（日）山手熊野神社
捕北地区ｇ植木市５月1 9 ～2 0 日( 土～日）

民踊流し５凡 1 9 日メトロこうべ等
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行
を
依
頼
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
新
聞
広
告
で
知
っ
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
市
長
の
語
る
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
椛
想
に
関
し

て
も
興
味
深
い
様
子
で
あ
っ

た
。最

後
に
市
長
か
ら
神
戸
市
の

メ
ダ
ル
の
贈
呈
が
あ
り
、
こ
の

あ
と
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で

歓
迎
昼
食
会
が
催
さ
れ
た
。

☆
「
市
立
兵
庫
勤
労
市
民
セ
ン

タ
ー
」
オ
ー
プ
ン

国
鉄
兵
庫
駅
前
に
、
体
育
館

か
ら
音
楽
・
美
術
室
、
日
曜
大

工
室
ま
で
そ
ろ
っ
た
勤
労
者
の

総
合
施
設
「
市
立
兵
庫
勤
労
市

民
セ
ン
タ
ー
」
が
四
月
十
七
日

☆
昭
和
妃
年
度
神
戸
経
済
同
友

会
通
常
総
会
開
催

四
月
九
日
午
後
三
時
か
ら
、

神
戸
銀
行
倶
楽
部
二
階
の
会
議

室
に
お
い
て
、
昭
和
妃
年
度
神

戸
経
済
同
友
会
の
通
常
総
会
が

開
か
れ
た
。

議
案
の
審
議
の
後
、
新
任
代

表
幹
事
の
松
村
文
二
郎
氏
の
挨

拶
、
退
任
代
表
群
事
秋
田
博
正

氏
の
挨
拶
が
あ
り
、
午
後
四
時

か
ら
一
時
間
半
、
日
本
銀
行
理

事
吉
野
俊
彦
氏
が
「
最
近
の
金

融
・
経
済
情
勢
に
つ
い
て
」
特

別
講
演
を
行
っ
た
。

そ
の
あ
と
午
後
六
時
か
ら
役

員
就
任
披
露
パ
ー
テ
ィ
が
あ
り

坂
井
時
忠
兵
庫
県
知
事
、
宮
崎

辰
雄
神
戸
市
長
ら
財
界
人
約
八

騨
鋳
識
織

☆ＫＯＢＥオフィスレディ☆

鰯
経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

役員就任楠畷パーティ

○
人
が
出
席
し
て
新
役
員
の
就

任
を
祝
っ
た
。

本
年
度
の
代
表
幹
事
は
下
川

常
雄
、
松
村
文
二
郎
氏
の
二
人

常
任
幹
事
は
谷
口
三
郎
、
柏

井
健
一
、
多
島
達
夫
、
中
内
功

角
南
猛
夫
、
牛
尾
吉
朗
、
長
谷

川
勘
三
氏
の
七
人
。

会
計
幹
事
は
西
脇
親
、
山
本

義
政
氏
の
二
人
。
そ
し
て
幹
事

が
一
三
六
名
で
あ
る
。

☆
ド
イ
ツ
大
使
来
神

四
月
三
月
ド
イ
ツ
大
使
Ｗ
．

Ｇ
．
グ
レ
ー
ベ
氏
（
鎚
歳
）
が

神
戸
を
訪
問
。
大
使
は
法
学
博

士
で
も
あ
り
、
四
六
年
五
月
の

着
任
以
来
関
西
訪
問
は
今
回
が

初
め
て
。

こ
の
日
十
時
三
○
分
か
ら
市

役
所
の
貴
賓
室
に
て
宮
崎
市
長

と
の
会
見
が
行
な
わ
れ
た
。

「
神
戸
へ
来
た
の
は
初
め
て

で
す
。
き
れ
い
を
空
気
、
山
あ

り
、
海
あ
り
の
神
戸
は
住
む
に

は
最
適
の
地
で
す
ね
。
け
れ
ど

交
通
問
題
を
は
じ
め
、
困
難
な

問
題
も
あ
り
ま
す
ね
。
」
と
神

戸
に
つ
い
て
一
言
。

ま
た
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

の
建
設
に
ド
イ
ツ
の
外
債
の
発

Ｉ松下由利子さん（2 2 歳）竹馬産業株式会社！
'入社して四年もたつと新入社員のように周囲の動ｉ
ｉきに流されてばかりはいられない。何かを掴もう！
iとするのだけれど……困難なことが多い?……そ’
1 うですねえ。と笑いでごまかす。ごまかしちゃい
i けないと思います。読書をしたり、レース編みを；
iしたり．…･ ･さて、それからは？

〈市立須磨高校卒業＞
オープンした兵庫勤労市民センター

蕊
師

＃ か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
れ
は

神
戸
市
が
昨
年
三
月
に
着
工
し

た
地
上
二
十
階
、
地
下
一
階
の

「
兵
庫
駅
前
ビ
ル
」
の
二
、
三

階
を
利
用
し
た
も
の
で
、
こ
の

種
の
施
設
で
は
全
同
一
の
規
模

を
も
つ
。

二
階
は
体
育
館
（
五
百
人
収

容
）
、
青
少
年
ホ
ー
ル
、
美
術

室
、
会
議
室
な
ど
。
三
階
は
料

理
、
服
飾
、
文
化
、
日
曜
大
工

教
室
他
。
年
末
年
始
を
除
い
て

年
中
無
休
。
開
館
時
間
は
午
前

九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
。

凸肩厩岩智. _ 雲_ . ‐

蕊
市長から神戸市のメダルをうける
グレーペル大使

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



欧米の心身障害者を訪ねて
橋本明著くカラー8 ぺー ジ､本文3 2 0 ぺー ジ､；

各
書
店
で
好
評
発
売
中
ノ

●
福
祉
時
代
の
幕
開
け
で
す
。
あ
な
た
も
一
冊
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
／
、

世界の福祉施設
定価1 0 0 0 円＞
送料2 0 0 円

１
８

つ
ぞ
／
、
郡２，３３くＬＥ

主
な
内
容
Ⅱ

、
神
戸
か
ら
シ
ア
ト
ル
へ

Ｆ

●
ク
ラ
イ
シ
ス
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
８

②
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
印

●
里
親
発
見
活
動
神

●
フ
オ
ー
ス
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
ペ
ア
レ
ン
ト
大

●
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ベ
ー
ー
ュ
ー
・

の

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
３

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
町

⑤
病
院
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
醇

●
レ
ニ
ァ
・
ス
ク
ー
ル
田

●
ア
メ
リ
カ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
睦

⑳
社
会
福
祉
と
Ｐ
Ｒ
活
動
戸

⑯
砂
漠
の
中
の
老
人
の
町

神

●
ポ
ー
イ
ズ
・
タ
ウ
ン
Ｏで

●
パ
ー
キ
ン
ス
盲
学
校

ま

●
ス
ポ
ッ
ク
博
士
の
子
供
博
物
館
部集

●
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

●
ロ
ン
ド
ン
の
バ
ー
ナ
ー
ド
ホ
ー
ム
編

③
奇
蹟
の
町
・
ル
ル
ド
を
訪
ね
て
詔

●
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
老
人
の
町
っ

●
ベ
ー
テ
ル
ー
西
ド
イ
ツ
の
障
害
者
戸

の
町
（
ド
イ
ツ
）

神ｒ

●
ヘ
ッ
ト
・
ド
ル
プ
未
来
を
拓
く
オ
ー

ラ
ン
ダ
の
コ
ロ
ニ
ー
（
オ
ラ
ン
ダ
）
所はみ込

言
店
で
好
評
発
売
中
／
、
棒
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「神戸っ子」サンバーチームへ
あなたも参加しませんか

今年も年に一度の神戸まつりがやってきました。月刊
「神戸っ子」は、この神戸のお祭りに参加をつづけてきま
したが、５月2 0 日のパレードには例年最終の美を飾ってに
ぎやかに「神戸っ子サンバ」チームとして、サンバのリズ
ムでミナトＫＯＢＥらしい雰囲気を盛りあげます。
この底抜けに陽気な５月のお祭りに、読者の皆さまも
「神戸っ子サンバチーム」の一員として参加なきいません
か？サンバのリズムと踊りは特訓でコーチします。
さあ、若い心をお持ちのあなたも「神戸まつり」でヘン

シーンノを。

6４

第３回☆神戸まつり
５月1 9 日（土）２０日（日）

< 前夜祭＞

》
宰
竿
野
榊
韓
畢

「神戸っ子」サンバチーム出場
とき●５月1 9 日前夜祭中央祭典一神戸中央体育館

午後３：００～３：３０
ところ●５月1 9 日前夜祭青年広場午後５時～９時

（ニュポートホテル西噴水広場）
パレード●５月2 0 日午後１：００集合予定パレードは午

後５時頃、パレードの後はフラワー
ロード・青年広場で午後1 0 時頃迄

コーチャーパーカッション古谷哲也（ＴＶヤングオーオ
ーでおなじみの打楽器奏者）
サンバのダンスは例年の出場者がコーチしま
す。（阿波踊りと大差ありません）

会費一人大人2 , 0 0 0 円（楽器、衣裳生地つき）
学生 1 , 0 0 0 円（〃）

５月中の特訓日と時間ー古谷哲也コーチによる練習
５月５日( 土) 於さんプラザ７階サンセプンホール
１２日 ( 土）〃

５月1 3 日1 7 日1 8 日予定
□お問合せ、お申込みは月刊「神戸っ子」編集部迄神戸市
生田区東町1 1 3 ノ１大神ビル８F T E L 3 3 1 - 2 2 4 6 ～９

》
》屑

哩君
鮎蒋弱凸

蕊蝋騨夢
蒋錨一
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鼠目

佐本歯科
幼児歯科・小児歯科

診察時間（予約制）
ＡＭ９：Ｏ０
ＰＭ２：００

一ＦＭ’ ：００
：００
木曜

(受付１２：
(受付４：
は午前中）

00まで）
30まで）

そごう前セ
住
ンター街東角・
友銀行三宮ビル

さんちか入口
6 階

ＴＥＬ( 0 7 8 )３３１－ｓ3 0 2～３

星迩社 住友ピル
リ"1〃グ

国鉄三宮駅

■■■■■Ｉ＝＝ー ﾛ ■ I

Ⅱ
そごうそごう

国際
会館

〒6 5 0 生田区加納町５丁目3 ９

こんにちは赤ちゃん

西宮市樋之池町／粟花落洋一君

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可自信

蔓柿沼産婦人科

芦屋市大耕町｜番1 8 号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
窓芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表
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副

恐
怖
の
先
に
立
つ
、
今
日
、
今
頃
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
あ
る
。

黒
人
映
画
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
行
き
つ
く
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い

ま
で
に
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
を
続
け
る
ポ
ル
ノ
、
ム
ー
ビ
ー
の
エ
ロ
、

グ
ロ
攻
勢
も
、
デ
ィ
ー
ブ
・
ス
ロ
ー
ト
と
ダ
ー
ク
・
ド
リ
ー
ム
の

上
映
中
止
で
、
や
っ
と
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
ー
に
浄
化
自
粛
の

波
が
、
寄
せ
は
じ
め
た
か
っ
こ
う
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
一
番
先
に
目
に
つ
く
の
が
黒
人
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
で
あ
ろ
う
。
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
（
黒
豹
）
の
名
の
如
く
、

& ､ あつしよんえつせい

ファッションレス・イン・＝ユーヨーーク
鵜殿イ正 ~ 一郎

i:霧

目鋸

聯蕊蕊鍵諜薮瀞

塁卓盈鯉呼』

,評

階囲

ス
リ
ム
で
し
な
や
か
な
体
格
を
ピ
ッ
ク
リ
と
タ
イ
ト
な
コ
ス
チ
ュ

ー
ム
で
包
ん
だ
彼
等
は
、
日
本
か
ら
来
た
ば
か
り
の
ぼ
く
の
目
を

奪
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
、
カ
ッ
コ
ョ
サ
、
イ
カ
ス
、
伸
び
切
っ
た
長
い

長
い
足
は
、
少
し
で
も
長
く
見
せ
よ
う
と
努
力
し
て
無
理
の
あ
る

黄
色
人
種
の
奇
型
児
の
よ
う
な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
セ
セ
ラ
笑
っ
て

い
る
よ
う
で
こ
っ
ち
が
、
は
ず
か
し
く
な
っ
て
く
る
。

タ
イ
ム
ズ
・
ス
ク
エ
ア
ー
は
映
画
の
街
で
も
あ
る
。
黒
人
映
画

全
盛
の
お
り
、
当
然
、
映
画
が
彼
等
の
Ｚ
ノ
ッ
シ
ョ
ン
を
き
め
て

’
8８

ニューヨークの鵜殿さん

露

課

し
ま
う
。
｜
‐
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
Ｉ
」
以
来
ギ
ャ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
を
う

け
つ
ぐ
「
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ
」
「
ア
ク
ロ
ス
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
テ
ン
」

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
シ
ー
ザ
ー
」
「
ハ
ー
ダ
ー
ゼ
イ
カ
ム
」
そ
の
他
数
々

の
黒
人
映
画
の
主
役
は
浅
く
シ
バ
の
広
い
帽
子
に
金
属
を
つ
け
た

や
つ
を
か
ぶ
り
、
赤
黒
グ
リ
ー
ン
の
上
下
に
、
皮
の
超
マ
キ
シ
ー

派
手
な
コ
ー
ト
を
ひ
ら
め
か
し
て
駈
け
廻
っ
て
い
る
。

「
イ
ー
ス
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」
「
マ
ジ
ソ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」
に
ず
ら
っ

と
並
ぶ
画
廊
と
そ
し
て
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
そ
ば
に
は
、
や
っ
と
日
本

人
向
き
に
、
白
人
達
が
雑
誌
の
「
ポ
ー
グ
」
「
バ
ザ
ー
」
の
コ
ピ
ー
を

着
こ
な
し
て
い
る
。
日
本
流
に
金
の
か
か
っ
た
イ
ン
テ
リ
ア
に
気

の
き
い
た
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
、
サ
ロ
ン
風
に
ジ
ュ
ー
タ
ン
を
敷
き
つ

め
、
顧
客
だ
け
を
相
手
に
、
商
売
を
続
け
る
彼
等
の
御
客
は
、
如

歳
以
上
の
上
層
階
級
の
年
配
で
あ
る
よ
う
だ
し
、
夜
の
タ
キ
シ
ー

ド
の
紳
士
た
ち
の
パ
ー
テ
ィ
ー
用
の
装
飾
品
ば
か
り
で
あ
る
。
昼

間
の
彼
等
は
パ
ン
タ
ロ
ン
、
毛
皮
そ
れ
に
、
原
色
の
サ
ン
グ
ラ
ス

で
奇
妙
な
ペ
ッ
ト
を
つ
れ
て
い
る
。

我
々
が
一
番
関
心
の
あ
る
ヤ
ン
グ
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
に
一
番
関
心
が
な
い
。
ビ
レ
ッ
ジ
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ

の
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
一
口
で
言
え
ば
、
創
造
力
の
競
争
だ

と
思
う
。
金
に
関
心
の
な
い
彼
等
は
、
デ
ニ
ム
を
圧
倒
的
に
愛
用

し
、
ポ
ロ
古
着
を
引
っ
ぱ
り
出
し
、
そ
の
つ
ど
色
々
工
夫
を
こ
ら

し
、
ジ
ー
パ
ン
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
り
つ
け
た
り
、
ポ
デ
ィ
ー
シ

ャ
ッ
を
発
見
し
た
塾
り
毛
布
に
穴
を
あ
け
首
を
出
す
、
ポ
ン
チ
ョ

風
、
長
い
キ
レ
の
カ
バ
ン
、
と
に
か
く
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
的
古
着

へ
の
関
心
は
強
烈
で
あ
る
。

ｚ
①
君
国
胃
弄
弓
騨
醜
冨
①
巨
寓
旨
井
関
ぐ
篇
君

「
ボ
ー
グ
」
専
属
へ
ア
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
須
賀
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ヘ
ヤ
ー
（
カ
ッ
ト
）
ロ
ン
グ
か
ら
イ
ー
ジ
ー
で
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
ヘ
ア
ー
カ
ッ

ト
、
一
カ
月
に
一
回
は
カ
ッ
ト
が
必
要
で
、
主
に
ブ
ロ
ン
ド
風
の
エ
ジ
プ
ト

産
の
ヘ
ン
ナ
ー
を
使
用
し
、
そ
れ
に
ハ
イ
ラ
イ
ト
も
併
用
す
る
の
が
特
長
。

（
ス
タ
イ
ル
）
一
九
三
○
年
代
の
短
か
目
が
流
行
、
グ
レ
タ
・
ガ
ル
ポ
調
の
女

ら
し
い
シ
ン
プ
ル
さ
で
カ
ッ
ト
し
型
づ
け
る
髪
型
が
流
行
。
ハ
イ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
好
む
人
に
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
（
カ
ッ
ラ
）
は
あ
ま
り
う
け
て
い
な
い
。

メ
ー
ク
ア
ッ
プ
ソ
フ
ト
で
あ
る
。
目
は
シ
ャ
ド
ウ
を
中
心
と
し
た
化
粧

で
口
紅
は
濃
い
目
で
ぬ
れ
た
よ
う
に
光
る
も
の
。
つ
け
ま
つ
げ
は
あ
ま
り

使
用
し
な
い
。
マ
ュ
は
う
す
目
、
口
紅
は
赤
、
シ
メ
も
赤
色
。
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Ｉ神戸っ子と大丸の談話室

榊i 而司
５月のインタビュアー/ 篠崎佐栄子さん篠崎多賀子ちゃん
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一宇
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可毎Ｆ鷺亨宮室ﾐ ﾐ 室

雪管登零2 F をたずねて
ヤング～ヤングミセスのためのプレタポルテコーナーラミ
ューズは、神戸っ子のファッション計画のお手伝いをして
早や６年。リトル神戸っ子のために今年からリトルラミュ
ーズ( ３Ｆ) も開設されました｡ ママと一緒に初夏の神戸をお
散歩してみたら？お陽さまも思わずほほえんでしまいそう。 ノ
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ミ
セ
ス
篠
崎
と
多
賀
子
ち
ゃ
ん
は
３
Ｆ
に
あ
る
子

供
服
コ
ー
ナ
ー
『
リ
ト
ル
ラ
ミ
ュ
ー
ズ
』
へ
…

…
。
こ
こ
で
は
女
児
服
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
大

砂
古
一
子
さ
ん
が
お
相
手
で
す
。

大
砂
古
「
こ
ん
に
ち
は
、
多
賀
子
ち
ゃ
ん
は
、

お
い
く
つ
で
す
か
？
匡

多
賀
子
「
小
学
一
年
生
で
す
」

大
砂
古
「
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
服
は
、
お
出
か
け

着
、
遊
び
着
の
中
間
の
も
の
で
、
お
し
ゃ
れ
着

に
で
も
通
学
着
に
で
も
と
い
う
幅
広
い
用
途
の

あ
る
も
の
を
置
い
て
い
る
ん
で
す
よ
」

篠
崎
「
最
近
の
子
供
服
は
、
親
子
で
雰
囲
気
を

あ
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
ね
」

ザ
ィ
ン
よ
り
色
に
注
目
す
る
方
が
多
大
砂
古
さ
ん
㈲
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
う
け
る
篠
崎
さ
ん
大
砂
古
「
お
と
な
の
デ
ザ
イ
ン
を
そ
の
ま
ま
小

い
で
す
ね
」
さ
く
し
た
よ
う
な
も
の
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

篠
崎
「
サ
イ
ズ
は
何
種
類
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
す
か
？
」
小
さ
な
淑
女
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
大
丸
専
属
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
多

清
水
「
６
〜
胆
会
ま
で
あ
る
の
で
す
が
、
細
い
方
向
き
の
デ
ザ
イ
ン
田
篤
子
さ
ん
の
も
の
や
イ
タ
リ
ア
製
の
も
の
な
ど
、
と
っ
て
も
ス

太
め
の
方
向
き
の
デ
ザ
イ
ン
と
色
々
あ
る
の
で
、
同
一
デ
ザ
イ
ン
シ
キ
リ
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
」

の
洋
服
の
数
は
多
く
な
い
の
で
す
よ
。
上
半
身
は
普
通
サ
イ
ズ
で
篠
崎
「
子
供
服
を
選
ぶ
コ
ツ
は
？
…
。
：
」

も
下
半
身
は
大
き
め
で
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
は
、
あ
わ
な
い
方
の
た
め
大
砂
古
「
や
は
り
、
い
ち
ば
ん
か
わ
い
く
着
こ
な
せ
る
の
は
、
小

に
皿
・
皿
令
を
つ
く
り
ま
し
た
ｐ
で
も
今
は
、
そ
う
い
う
年
代
の
方
さ
め
．
又
は
ピ
ッ
タ
リ
の
も
の
を
買
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ

に
は
ジ
バ
ン
シ
ｌ
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」
し
て
、
そ
の
年
で
十
分
着
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
も
う

篠
崎
「
な
か
な
か
思
い
切
っ
て
冒
険
が
で
き
な
い
の
で
す
が
…
…
」
一
つ
は
い
ろ
ん
な
色
を
着
せ
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
ね
。
ど
の
子
に
合

清
水
「
オ
ー
ダ
ー
は
自
分
の
好
み
で
パ
タ
ー
ン
が
き
ま
る
の
で
ど
う
色
は
こ
れ
／
と
決
め
つ
け
な
い
こ
と
で
す
。
神
戸
の
子
供
さ
ん

う
し
て
も
固
定
し
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
そ
の
点
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
は
達
は
カ
ラ
フ
ル
な
は
っ
き
り
し
た
色
あ
い
を
着
こ
な
す
こ
と
が
で

／
／
‐
き
る
の
で
す
か
ら
…
…
」
、

－
で
す
ね
」

清
水
「
デ
ザ
イ
ン
と
パ
タ
ー
ン
は
フ

ラ
ン
ス
の
も
の
を
中
心
に
、
一
社
に

し
ぼ
ら
ず
よ
い
も
の
を
選
ん
で
い
ま

●
す
。
日
’
本
の
も
の
も
、
よ
い
も
の
を

選
ん
で
置
い
て
い
る
の
で
す
が
、
パ

タ
ト
ン
は
何
と
い
っ
て
も
フ
ラ
ン
ス

の
も
の
が
よ
ろ
し
い
で
す
ね
」

篠
崎
「
と
っ
て
も
カ
ラ
フ
ル
で
楽
し

く
な
っ
て
き
ま
す
ね
」

清
水
「
神
戸
の
色
と
い
わ
れ
て
い
る

ピ
ン
ク
や
ブ
ル
ー
の
パ
ス
テ
ル
カ
ラ

ー
や
白
が
、
今
年
の
傾
向
で
す
。
デ

ふ
り
そ
そ
ぐ
陽
ざ
し
、
さ
わ
や
か
な
風
。
神
戸
大
丸
二
Ｆ
『
ラ

ミ
ュ
ー
ズ
』
コ
ー
ナ
ー
に
も
さ
わ
や
か
な
初
夏
の
ゴ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
集
ま
り
ま
し
た
。
お
嬢
ち
ゃ
ん
と
お
買
物
中
の
ミ
セ
ス
篠
崎
佐

栄
子
さ
ん
も
マ
リ
ー
ン
ブ
ル
ー
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
白
の
ベ
ル
ト
で

す
っ
き
り
さ
わ
や
か
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
清
水
光
子
さ
ん
と
思

わ
ず
話
が
は
ず
み
ま
す
。

清
水
「
ラ
ミ
ュ
ｉ
ズ
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？
」

篠
崎
「
外
国
の
パ
タ
ー
ン
と
雰
囲
気
の
よ
く
似
た
様
な
も
の
も
あ

り
、
そ
の
わ
り
に
は
気
軽
に
手
に
と
っ
て
着
れ
る
よ
う
な
コ
ー
ナ

冒
険
す
る
こ
と
が
で
き
値
段
も
て
ご
ろ
で
す
ね
」

篠
崎
「
洋
服
を
選
ぶ
コ
ツ
は
？
」

清
水
「
一
点
だ
け
よ
り
す
ぐ
っ
た
も
の
、
町
で
着
る
気
分
を
楽
し

み
た
い
も
の
と
い
う
ふ
う
に
、
オ
ー
ダ
ー
と
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
を
使

い
わ
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
を
買
う
コ
ツ
は

自
分
に
合
う
い
い
も
の
を
探
し
て
く
れ
る
人
を
探
す
こ
と
で
す
ね
。

私
ど
も
で
は
着
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
も
の
を
見
て
判
断
す
る
の
で
、

は
っ
き
り
い
っ
て
く
だ
さ
る
と
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
』

こ
の
あ
と
、
ミ
セ
ス
篠
崎
と
多
賀
子
ち
ゃ
ん
は
３
Ｆ
｜
』
あ
る
子
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